
局 部 課

3 年度

9

10

当該指標を選定した理由
地域に暮らす人が情報を得たり、交流や相談をする気軽に立ち寄れる場所であり、本事業の目的に寄与する

活動であるため。

目標値の設定根拠・算出方法 全校区での実施を目標とする。

12

活動指標(成果を上げるための手段) 単位
実績 目標

目標値 93 93 93

実績値 85 83

達成率 91% 89%

目標値の設定根拠・算出方法 全校区での実施を目標とする。

実績値 88 88

達成率 95% 95%

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和7年度 

点検年度

事業の成果や活動実績の測定

11

成果指標(目的の達成状況を測定) 単位
実績 目標 目標

お元気ですか訪問活動の実施校区数 校区

目標値 93 93 93 93

当該指標を選定した理由
一人暮らし高齢者や高齢世帯、障害者への近隣での定期的な訪問・見守りを行う当活動は、本事業の目

的に寄与する活動であるため。

令和元年度 令和2年度 令和3年度

校区ボランティアビューローの設置校区

数
校区

Ⅱ．事業目的の達成状況

8

事業内容

（目的を達成するための手

段）

※スケジュール、実施方法・手

段、事業規模・回数など

地域住民によるサロン活動等を支援するため、社会福祉協議会が行う、地域のつながりハート事業に対して補助を行う。

（地域のつながりハート事業概要）

・個別援助活動（見守り・声かけ訪問活動、外出援助活動、家事援助活動等）

・グループ援助活動（いきいきサロン活動、ふれあい食事会活動、子育てサロン活動等）

・校区福祉委員会活動（研修・学習活動、地域住民への広報・啓発活動等）

・お元気ですか訪問活動

・校区ボランティアビューローの設置運営

・事業推進会議の運営

・地域活動情報の発信

・全体研修会の開催　など

主な支出先（委託・補助金・負担金等） 社会福祉法人堺市社会福祉協議会

※国・府の基準より上回って実

施した内容を具体的に記載

6
事業の対象
（対象とする人や物、対象数）

ひとり暮らし高齢者（72,413人）や障害者、子育て世帯等

公民連携・協働事業

7
事業の目的
（事業実施によりめざす状態）

堺市内において、地域の高齢者、障害者（児）及び子育て中の親子等自立生活を行う上において支援を必要とする

人々が地域の中で安心して生活できるよう、地域住民の参加と協力による地域での支え合い、助け合い活動の推進体

制を整備すること。

5
事業の実施主体
（実施主体となる団体等）

本庁、社会福祉法人堺市社会福祉協議会

点検年度 令和 7 年度

2 関連計画 第4次堺市地域福祉計画、堺市地域包括ケアシステムの推進に関する施策に係る総合的な計画

事業開始年度 平成 11

無 現状値 ― 目標値 ―

堺市SDGs

未来都市

計画

施策

との

関連

有・無

寄与

する

KPI

ゴール

有・無 指標名

実施根拠
介護保険法

（根拠法令、条例等）

指標名 ―

―

―

―

施策2.人生100年時代の健康・福祉 ～Well－being～ (3) 市民の参加と協働による地域福祉の充実

取組の方向性 ③多様な居場所や地域福祉活動への支援

   ―   ターゲット

寄与

する

KPI

有・無

無 現状値 ― 目標値

有

4

事業の概要

Ⅰ．基本情報

無 取組      ―     

事業の位置付け

1

堺市基本

計画

2025

施策

との

関連

有・無 戦略

事務事業名 地域介護予防活動支援事業（地域のつながりハート事業等） 事業番号 011-061

担当部署名 健康福祉 長寿社会 長寿支援

令和３年度　事務事業評価シート（１）

[ 令和2年度事務事業 ]
特別会計 事務事業分類 A　一般事務事業



（ ）

14

15

うち

一般財源

R3 予算

単位区　　分 令和元年度

88

17,600

200,000

令和2年度

88

17,368

197,364

R3 予算

R2

KPI等への寄与（基本計画等のKPI・取組の方向性や事業の目的の達成にどのように寄与したか）

19

　社会福祉協議会が行う、地域のつながりハート事業に対して補助を行った。その結果、下記のとおり93校区の福祉委員会が実施主体となり、多岐

にわたる活動を実施することで、地域住民の参加と協力による地域での支えあい、助け合い活動の推進体制を整備している。

・個別援助活動：在宅で生活している人や外出が困難な人など、支援を必要とする人を対象に、93校区において概ね週2回以上の見守り・声かけ

訪問、外出援助活動、家事援助活動等の援助活動を行った。

・グループ援助活動：93校区において概ね月2回以上、地域会館や学校等の地域拠点に集まり、地域住民間の交流を図る活動を実施した。（い

きいきサロン活動、ふれあい食事会活動、子育てサロン活動等）

・校区福祉委員会活動（研修・学習活動、地域住民への広報・啓発活動等）

・お元気ですか訪問活動：近隣での見守りが必要と思われる人を対象に、定期的（月1～4回程度）に訪問を行う活動を88校区で実施した。

・校区ボランティアビューローの設置運営：誰でも気軽に立ち寄れて、悩みごとやちょっとした相談ができ、住民どうしでの支え合いを推進するボランティア

ビューローを83校区で実施した。

Ⅴ．評価
費用対効果に係る所見

18

　令和2年度は、新型コロナウイルスの影響により、各校区における活動回数等は減少したものの、コロナ禍でも活動を再開、継続できるよう、手指消

毒、検温、マスク着用に加え、下記のような様々な工夫を行った。

　・ふれあい食事会をお弁当の持ち帰りに変更し実施

　・密を避けるためオンラインを活用して会場と自宅の両方から参加できる体操サロンを実施

③ 単位当たり経費（②÷①×1,000円） 円/単位

② 上記①にかかる年間経費 千円

備考（算出についての説明等） お元気ですか訪問活動に係る補助額

R2 決算 R2 決算

① お元気ですか訪問活動の実施校区数 校区

Ⅳ．事業の効率性
単位当たり経費

17

R3 予算 R3 予算

R2 決算 決算

R2 決算 R2 決算

R3 予算 R3 予算

地域のつながりハート事業補助金
R2 決算 61,329 7,667 R2 決算

事業費

R3 予算 85,056 10,633 R3 予算

16

事

業

費

内

訳

項　　　目 年度 事業費
うち

一般財源
項　　　目 年度

R2 決算

R3 予算 R3 予算

R2 決算

年間経費(ｃ)=(a)+(ｂ) 81,900 81,649 84,406 61,679 85,466

事業費の内訳 （単位：千円）

一般財源 10,195 10,164 10,507 7,667 10,633

人件費  （ｂ） 340 340 350 350 410

受益者負担金(使用料、手数料等）　

42,528被保険者保険料 40,780 40,655 42,028 30,664その他

財

源

内

訳

国支出金 20,390 20,327 21,014

81,560 81,309 84,056 61,329 85,056

15,332 21,263

府支出金　 10,195 10,163

決算 決算 予算 決算 予算

13

項　　　目
平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

Ⅲ．投入量
事業コスト （単位：千円）

事業費  (a)

10,507 7,666 10,632

市債

事務事業名 地域介護予防活動支援事業（地域のつながりハート事業等） 事業番号 011-061

令和3年度　事務事業評価シート（２）


